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本

村

本

松

再
度
朝
日
町
長
に
立
候
補
し
た
私
が
町
民
各
位
の

ご
支
持
を
受
け
て
更
に
四
ヶ
年
間
制
日
町
挺
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

間
任
期
間
中
を
回
顧
し
ま
す
と
、
皆
さ
ん
の
ご
支

援
と
ど
鞭
惜
の
賜
と
は
言
え
大
過
な
く
町
政
の
週
営

に
働
か
せ
て
裁
き
ま
し
た
。
そ
の
点
で
は
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
再
任
に
際
し
ま
し
て
も
前
回
に
変
り
な
い

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
皆
さ
ん
と
共
々
に
将

米
の
川
明
日
町
が
福
祉
社
会
の
目
的
に
叶
い
、
住
民
が

し
あ
わ
せ
で
町
自
体
が
生
長
進
展
す
る
越
椛
を
つ
く

り
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
任
期
中
に
是
非
皆
さ
ん
と
一
緒
に
実
施
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
事
業
の
概
要
を
大
略
申
し
上
げ
ま
し
て

一
一胞
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

た

い
と
行
じ
ま

す。て
穂
合
開
発
に
関
す
る
問
題

先
づ
最
初
に
朝
日
町
が
誕
生
し
て
満
八
年
を
経
ま

し
た
。
そ
の
間
旧
泊
町
の
庁
舎
で
何
か
と
不
自
由
を

耐
え
忍
ん
で
仕
事
を
推
し
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
朝

日
庁
介
を
挫
設
し
て
町
造
り
の
中
心
を
決
定
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
．
こ
の
決
定
に
よ
っ
て
、

法
務

局
の
出
張
所
や
、
職
安
分
室
の
位
日
も
決
定
を
見
る

こ
と
と
な
る
筈
で
あ
り
ま
す
。

次
に
多
年
の
懸
東
で
も
あ
り
午
奈
月
町
と
の
境
界

問
削
と
し
て
の
行
政
区
副
に
つ
い
て
は
結
晶
を
山
し

た
解
決
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
と
山
時
に

造
林
間
析
や
資
諒
開
発
に
も
出
版
的
な
助
き
が
保
れ

る
択
で
あ
り
ま
す。

入門打川
W
M
M
米
だ
に
郵
政
関
係
や
、

司
法
関
係
の
一
元

化
を
み
な
レ
の
は
官
庁
行
政
の
手
ぬ
る
い
と
は
言
え

私
述
の
微
力
も
あ
る
か
と
反
省
し
て
レ
ま
す
の
で、

こ
の
間
地
に

つ
い
て
も
可
及
的
に
述
や
か
に
解
決
し

て
制

n町
が
合
併
し
た
目
的
に

一
円
も
早
〈
添
い
た

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

て

町
の
建
設
計
聞
に
つ
い
て

第
二
の
問
題
と
し
て
、
海
岸
侵
蝕
の
対
策
処
置
と

し
築
城
構
築
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
レ
る
の
で
こ
の

実
施
に
努
力
し
、
都
市
計
画
は
計
画
実
施
の
軌
道
に

乗
せ
た
く
国
道
八
号
線
の
完
成
と
関
連
し
ま
し
て
県

道
の
改
修
に
、
町
道
橋
梁
等
の
改
善
も
一
応
完
備
の

線
造
持
ち
込
み
、
舗
装
に
ま
で
の
め
あ
て
で
進
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

鉄
道
の
被
線
化
も
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
幸
い
国

道
八
号
綿
は
来
年
秋
ま
で
に
は
完
了
、
三
十
九
年
中

に
は
制
装
も
出
来
る
予
定
な
の
で
各
方
面
の
一
一
層
の

協
力
を
お
題
い
南
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
町
の
経
済
生
長
面
に
つ
レ
て

第
三
帯
自
に
は
前
回
工
場
誘
致
の
問
．
地
は
一
似
拙

い
た
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
町
民
各
位
の
ご
協
力

に
よ
り
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
現
在
の
町
に
あ

る
工
場
の
拡
強
や
事
業
の
増
強
を
闘
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
守
て
も
、
労
働
者
の
増
加
と
生
産
増
強
が

出
来
る
と
考
え
こ
の
方
面
に
関
す
る
運
動
を
も
展
開

し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

何
と
言
い
ま
し
で
も
町
財
政
が
豊
か
に
な
る
た
め

に
は
そ
の
基
本
を
な
す
個
人
経
済
の
増
強
に
よ
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
の
で
、
町
と
し
て
は
出
来
る
だ
け
経
済
界

の
段
階
に
お
い
て
中
小
食
業
家
で
あ
る
中
小
品
工
業

者
を
育
成
す
る
方
針
を
強
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す。

ま
た
町
民
の
多
数
世
帯
の
農
業
経
営
者
に
対
し
て

は
雌
辺
、
用
水
の
改
修
は
勿
論
の
こ
と
以
阿
撃
用
等

抜
本
的
な
施
策
を
も
っ
て
行
来
性
あ
る
改
良
に
力
を

注
5
、
一見
に
絞
れ
内
応
に
も
一
大
改
作
引
を
必
裂
と
し

そ
の
昨
叩
桁
婦
に
出
力
し
た
レ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

制
光
資
抑
附
売
に
は
前
川
一叫
任
当
時
か
ら
の
念
願

で
も
あ
り
、
川
が
対
外
的
に
mt
民
主
長
す
る
岐
幹
で

も
あ
る
と
い
で
て
い
ま
す
の
で
情
思
を
元
分
検
汀
し

て
九
山
山
の
協
力
を
も
虫
ん
で
そ
の
述
成
に
必
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

て
教
育
、

以
生
部
門
に
つ
い
て

故
後
に
A
V
判
中
に
は
統
A
n
泊
中
学
校
の
校
舎
建
築

も
完
成
し
ま
す
の
で
教
脊
の
機
会
均
等
の
線
に
そ

い、

各
学
校
の
施
設
内
容
の
充
実
に
カ
を
法
ぎ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
腐
朽
建
造
物
に
つ
い
て
は
出
来

う
る
だ
け
早
く
上
司
の
了
承
を
得
ら
れ
L
ば
そ
の
改

築
も
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
建
設
の
問
題
は
重
大
関
心
事
で
は
あ

り
ま
す
が
、

庁
舎
建
設
と
相
当
関
連
性
も
あ
り
充
分

想
を
練
っ
て
そ
の
実
施
に
あ
た
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。なお
、
公
営
住
宅
は
三
ヶ
年
計
画
で
五
十
戸
建
設

の
計
画
に
突
入
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
充
分
と
は
言

え
な
レ
の
で
、
そ
の
入
所
の
状
況
に
よ
っ
て
は
住
宅

解
決
の
策
と
し
て
湾
服
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

環
境
術
生
に
つ
い
て
は
パ
ツ
と
し
な
い
事
業
で
は

あ
る
が
充
分
観
光
の
町
と
し
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ

り
制
服
的
な
施
策
を
鵠
ず
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

以
上
申
し
の
べ
ま
し
て
皆
さ
ん
方
の
ご
理
解
あ
る

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
役
場
内
に
お
き
ま

し
で
も
自
粛
白
球
い
た
し
ま
し
て
公
僕
と
し
て
の
自

覚
の
下
常
に
皆
さ
ん
方
の
良
い
相
談
相
手
で
あ
り
、

皆
さ
ん
に
お
世
話
以
申
し
上
げ
る
所
存
で
執
務
し
て
い

ま
す
の
で
何
に
か
と
活
用
し
て
獄
き
ま
し
て
明
朗
な

住
み
良
い
制
日
町
と
し
て
生
長
さ
せ
た
い
と
念
願
し

て
い
る
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
ど
指
導
ご
鞭
捲
を
お
願

い
申
し
上
げ
て
再
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
．



（~ ） 

新
議
員
紹
介

回 和 37年 9月 10日
月刊（毎月 10日発行）

八
月
十
八
日
朝
日
町
議
会
議
員
選
挙
の

結
果
、
次
の
人
人
が
次
期
町
政
を
措
う
。

〈
順
序
は
届
出
順
）

岩

谷

健

次

無
所
属

四

八

才

宮
崎
て
三
九
三
尋
常
地

職
業

商
業

当

選

三

回

小

坂

満

自
民
党
五
七
才

織
尾

八
七
六
番
地
の
一

職
業
会
社
社
長

当

選

三

回

美

佐

光

平

無

所

属

三

八
才

荒

川

五

O
八
暑
地

職

業

会

社
員

当
選

一
回

柚

木

文

次

自

民

党

五

O
才

泊

四

一

四

番

地

職

業

浴

地
業

当

選

三

回

上

沢

甑

次

無

所

属

五

一

才

平

柳

四

O
七
番
地

職

業

会

社
重
役

当

選

ニ

田

酒

井

栄

無

所
属

四
九
才

山

崎

新

九

O
八
番
地

職

業

会

社
員

当

選

二

回

近

藤

栄

之

助

社
会
党
五
三
才

桜
町

一
二
一
一
一
一
香
地

職
業
会
社
員

当

選

二

目

下

沢

三

郎

共

産

党

三

八

才

東
草
野
二
ニ
九
三
番
地
の
ニ

職

業

薪

炭
販
売
業

当

選

ニ

団

長

弁

直

之

助

無

所

属

五

九

才

笹

川

六

六

二
番
地

職
業
製
材
業

当

選

一

回

伝

平

自

民

党

七
O
才

金

山

二

、
三
一
七
番
地

職

業

酒

醸
造
業
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滑

水

当

泊

三

回

恕

治

無
所
属

五
四
才

赤
川

て
六

O
O番
地

職
業

漁
業

当
選

二
回

大

橋

米

太

郎

自

民

党

五

九

才

荒
川
四
六
五
番
地

職

業

建

築
諮
負
莱

当
選
一
一
一
回

栄

作

自

民

党

五

O
才

沼

保

て

一
九
二
番
地

職

業

料

理
旅
館
業

当

選

三

回

栄

蔵

自
民
党
六
四
才

山
崎

三
、六
九
七
番
地

職

業

農

業

当

選

ニ

回

留

作

無

所

出

五

瓦

才

山
崎
四
、
七
九
一
番
地

職

業

農

業

当

選

三

回

－以

造

無

所

属

五

六

才

間
保
三
四
八
番
地

職

業

農

業

当
選

二
回

秋

男

自
民
党
四
＝
才

境

て

六

回

一
番
地

職
業
会
社
員

当

選

三

回

繁

松

無

所

属

六

一

才

境

て
四
七
二
番
地

職
業

無
職

当

選

一

図

版

次

無
所
属
小
ハ
三
才

沼
保

七

一
五
番
地

職
柴
醤
油
味
哨
醸
造
業

当

選

三

回

古

ニ

無

所

属

五

O
才

東
草
野
三
五
六
番
地

職

業

産

業

当

選

三

回

常

作

無
所
凶
五
六
才

月
山

一

九

O
番
地
の
甲

職

業

燐

業

当

選

三

回

金上谷九坂渡水大米狩

弁島ロ旦ロ辺島村田谷

山

本

車
・
太

自

民

党

六

ニ
才

山
崎

一
、
二
三
四
番
地

職

業

農

業

封

選

王

国

仙

松

自

民

党

五
八
才

蛭

谷

三

豆

一
番
地

職

業

農

業

1
1

選

一
回

栄

松

無

所

属

五
九
才

下
山
新
九
二
番
地
の
ニ

職
業
会
社
員

当
選

二

回

当
選
回
数
は
朝
日
町
議
会
議
員

と
し
て
。

長

崎

金
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坪
、
計
六
六
三
件
を
一
度
に
入
札
施
行

す
る
、
六
六
三
郎
・
が
完
成
す
れ
ば
翌
年

四
月
か
ら
泊
教
場
の
生
徒
全
部
牧
容
で

き
る
こ
と
に
な
り
、
三
十
九
年
四
月
か

ら
境
教
場
の
生
徒
も
牧
容
で
き
る
こ
と

と
な
り
、
こ
こ
に
始
め
て
統
合
中
学
校

と
し
て
先
全
な
も
の
に
な
る
。

こ
の
外
同
学
絞
挫
訟
に
関
連
し
た
こ
と

で
二

t
一
ニ
協
議
さ
れ
了
承
さ
る
。

七
月
九
日
建
設
委
員
会

午
後
五
時
四
十
八
分
開
議
さ
れ
、
都
市

計
画
街
路
の
三
十
六
年
度
施
行
の

一
部

三
十
七
年
度
に
繰
越
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
の
対
策
と
そ
の
他
土
木
関
係
に
つ

い
て
協
諮
さ
れ
る
。

七
月
三
十
日
第
五
凹
議
会
定
例
会

午
間
十
一
時
O
七
分
間
議
、
会
期
を
八

月
六
日
ま
で
と
し
て
。

報
告
第

一
号
場
決
処
分
報
告
承
認
の

件。

議
従
第
一
号
か
ら
加
十
・一
号
ま
で
は
昭

和
三
十
六
年
問
朝
日
町
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
決
算
の
承
認
。

議
案
第
十
三
号
朝
日
町
水
防
協
議
会

条
例
制
定
に
つ
い
て
。

議
案
第
十
四
号
朝
日
町
税
灸
例
一

部

改
正
の
件
。

議
案
第
十
五
号

制
民
町
国
民
川
町
康
保

険
税
条
例

一
部
伐
正
の
件
。

議
案
第
十
六
号
放
射
線
取
扱
作
業
従

本
職
員
の
特
鰍
勤
務
手
当
支
給
に
関

す
る
条
例
一
一
部
改
正
の
件
。

議
実
第
十
七
乃

昭

和

コ
一
十
七
年
度
朝

口
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
続
入
成
出

第
二
川
追
加
民
正
予
算

が
上
提
さ
れ
、
悦
接
見
由
説
明
の
後
報

告
第
一
号
与
決
処
分
報
告
承
認
の
件
。

専
決
第
一
時
昭
和
二
一
十
七
年
度
朝
円
町

議
入
歳
出
第
一
川
追
加
更
正
予
算
（
多

議
院
議
只
選
挙
舵
な
追
加
、
ホ
月

二
十

日
必
決
）かし
承
認
叫
決
。

次
に
立
山
川
議
総
に
対
し
制
部
砂
川明
、
む

干
の
口
疑
応
ゅ
ん日
が
あ
っ
て
牛
後
二
時
四

十
分
第
一
同
を
終
る
。

八

月

一

日

建

設

委

員

会

．
・

午
前
十
時
か
ら
開
議
さ
れ
、
昭
和
三
十

六
年
度
会
計
決
算
の
関
係
部
分
に
つ
い

て
審
査
。

八

月

二
日

厚
生
委
員
会

庫
業
委
員
会

総
務
委
員
会

午
前
十
時
三
十
五
分
か
ら
厚
生
委
員
会

及
び
産
業
委
員
会
午
後
二
時
ず
ぎ
か
ら

綿
務
委
員
会
が
開
設
さ
れ
、
昭
和
三
十

六
年
度
会
計
決
算
の
そ
れ
ぞ
れ
関
係
部

分
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
る
。

八
月
六
日
第
五
回
議
会
定
例
会
再
開
。

議
案
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
昭
和

三
十
六
年
度
会
計
決
算
に

つ
い
て
質
疑

応
答
後
、
採
決
の
結
以
賛
成
多
数
で
承

認
可
決
。

議
案
第
十
三
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で

（条
例
の
制
定
、
一
部
改
正
で
七
月
三

十
日
分
守
彦
照
の
こ
と
）
の
細
部
説
明
、

切
疑
応
答
後
可
決
。

次
に
誕
祭
第
十
八
号
朝
日
町
財
政
再
建

計
闘
の

一
部
変
更
の
件
。

誠
実
第
十
九
号
昭
和
三
十
七
年
度
朝
日

町
議
入
蔵
出
第
二
回
追
加
更
正
予
算、

前
回
ま
で
の
累
計
予
算
額

一
九
O
、
三
八
八
、

0
0
0円

第
二
回
追
加
額

一－一列
、
八
O
O、八
O
O円

追
加
の
重
な
る
も
の
は
統
合
小
学
校
の

建
設
費
及
び
公
営
第
一
種
住
宅
五
戸
、

第
＝
秘
住
宅
十
五
戸
計
二
十
戸
の
建
設ょ

世
並
び
に
南
保
保
育
所
新
築
費
な
ど
。

髄
集
第
二
十
号
昭
和
三
十
七
年
度
朝
日

町
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
特
別
会

計
成
入
歳
出
第
一
回
追
加
更
正
予
算
、

こ
の
三
件
は
本
口
上
提
さ
れ
、
七
月
三

十
日
に
上
挺
さ
れ
た
誠
実
第
十
七
号
昭

和
三
十
七
年
度
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別

会
計
成
人
蹴
出
第
二
同
追
加
更
正
予
算

に
つ
い
て
民
監
容
簡
の
結
県
、
原
案
ど

お
り
可
決
、
現
部
川H
最
後
の
会
議
と
思

わ
れ
る
第
五
回
議
会
定
例
会
が
午
後
四

時
二
十
分
に
閉
じ
ら
る
。



朝

日

町

商
工
会
長

古

市

利

夫
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町

政
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望

む

ひ
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に
強
く
野
間
し
u
人別
待
寸
る
と
こ
ん
な
の

で
あ
り
ま
す
。

朝
日
地
区
農
協

連
合
協
踊
会
畏

山

崎

繁

松

新
し
い
町
政
に
望
む
も
の

て

農
政
に
相
続
性
を

我
々
一穂
A
F
農
協
は
幾
多
の
事
業
中
指
務

事
業
に
重
点
を
お
く
べ
き
で
あ
る
と
犯
は

考
え
て
い
る
。
農
協
の
指
導
事
業
は
自
治

体
の
農
政
の
多
く
の
分
野
を
山
め
て
い
る

関
係
上
、
朝
日
町
農
政
は
お
の
ず
か
ら
農

協
に
対
す
る
依
存
度
が
高
い
、
即
ち
脱
極

性
に
欠
け
て
い
る
、
最
近
よ
く
な
り
つ
つ

あ
る
が
不
十
分
、
反
省
を
求
め
る
。

二
、
産
業
構
造
改
善
事
業
の
指
向
の
適
正

貿
易
の
自
由
化
問
題
、
食
管
法
の
改
瞬

間
題
、
農
業
構
造
改
善
、
農
業
近
代
化
の

推
進
等
社
会
詩
情
勢
の
変
化
と
機
械
化
学

の
雌
進
に
よ
っ
て
農
業
は
ま
さ
に
一

大
革

命
附
代
に
硝
而
し
た
こ
の
駄
に
あ
た
り
近

年
中
に
行
わ
る
ベ
ぎ
農
業
桃
造
改
善
郁
梁

は
農
政
の
質
大
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
農
業
の
前
途
に
至
大
の
影
響
を
及

ぼ
す
が
ゆ
え
に
天
下
り
式
で
な
く
、
町
独

自
の
立
場
か
ら
検
討
の
上
そ
の
指
向
の
適

正
を
望
む
。

朝
日
町
小
中

学
校
長
会
長

林

得

町

政

ー、圃

望

む

。

「国
．
つ
く
り
は
人
．
つ
く
り
か
ら
」
の
国

簡
に
そ
い
教
掛川
昭
誼
教
育
優
先
を
実
質
的

に
具
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

＠
学
校
教
育
社
会
教
育
の
質
点
目
棋
を
う

ち
だ
し
人
的
配
置
施
設
々
備
予
算
等
の
効

率
的
運
営
を
望
む
。

＠
教
育
問
は
本
年
度
歳
出
の
約
二
七
%
の

比
彩
を
占
め
て
い
る
が
そ
の
半
額
以
上
は

統
合
中
学
校
勉
築
関
で
そ
れ
が
経
常
知
特

に
教
育
の
実
際
迎
世
に
あ
て
ら
れ
る
需
用

費
に
し
わ
ょ
せ
さ
れ
て
い
る
、
教
育
は
現

実
に
生
き
て
い
る
膏
少
年
を
対
象
と
し

一

を
中
心
と
す
る
社
会
教
育
間
体
の
活
殺
な

日
動
と
中
山穴公
民
錦
、
総
合
グ
ラ
ン
ド、

プ
ー
ル
等
社
会
教
育
休
背
施
設
の
早
急
設

置
を
切
望
す
る
。

明

日
の
噌ナ
・れ
も
包
せ
に
し
得
な
い
点
か
ら
経

常
引
の
嶋
紛
を
切
望
寸
る。

＠
時
代
の
整
制
に
よ
り
小
小
川
ナ
校
と
も
昨

年
度
か
ら
勢
育
内
容
が
高
位
化
さ
れ
こ
れ

に
即
応
す
る
施
設
々
備
の
充
実
は
糾
問
の

訟
を
裂
す
る
‘
学
校
は
公
針
の
不
足
を
P

T
A
移
援
会
警
に
仰
ぎ
こ
れ
は
町
民
の
税

外
負
担
を
地
大
の
学
校
絡
涯
を
助
長
し
て

い
る、

義
務
教
育
無
償
の
原
則
に
た
ち
昨

選
挙
当
時
の
口
約
、
持
負
を
選
挙
の
武

年
来
文
部
省
の
教
材
費
増
額
自
治
庁
の
地
今
度
第
二
同
日
の
大
選
挙
区
制
に
よ
り

財
法
一

部
改
正
の
方
針
に
則
り
町
民
の
教
選
出
さ
れ
ま
し
た
町
長
さ
ん
、
並
び
に
町
器
と
し
て
で
な
く
着
実
に
実
行
さ
れ
る
事

育
努
負
担
軒
誠
に
努
力
を
望
む
。
議
会
議
員
の
方
々
に
は
新
ら
し
レ
希
望
と
が
明
る
い
町
、
住
よ
い
町
作
り
の
根
本
だ

＠
校
舎
の
修
迎
は
戦
時
中
か
ら
刷
ら
れ
ず
熱
意
に
も
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
と
い
じ

と
思
う
。

現
在
も
常
総
白
は
申
訳
軽
度
で
あ
る
、
地

ま
す
。

背
年
の
要
望
と
し
て
、
年
々
町
を
離
れ

方
交
付
税
K
も
M
央、
地
怖
と
し
て
営
柏
町

朝
日
町
と
し
て
現
在
決
行
せ
ね
ば
な
ら

る
背
年
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知

は
特
に
考
息
さ
れ
て
い
る
と
忠
わ
れ
維
持

な
い
事
業
は
山
補
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い

と
思
う
が
、
と
の
対
策
と
し
て
、
電

修
結
賓
の
大
巾
増
額
に
よ
り
闘
志
一な
町
有
ま
す
が
、

限
ら
れ
た
予
算
内
で
の
実
行
の

源
開
発
、
工
場
誘
置
等
の
問
題
を
速
急
に

財
産
の
保
全
確
保
を
望
む
。

順
位
は
中
々
至
難
な
事
と
お
察
し
申
し
ま

＠
科
学
振
興
に
対
処
し
町
瑳
科
セ
ン
タ
ー
す
。
大
局
的
見
地
に
た
っ
て
充
分
論
議
さ
解
決
し
て
戴
き
た
い
。
又
青
少
年
教
育
が

を
設
け
教
職
員
般
学
童
の
研
究
の
場
を

整

れ

一
た
ん
議
決
を
見
た
上
ば
、
一
致
協
力
問
題
化
し
て
い
る
現
在
、
次
代
を
担
う
背

え
ら
れ
る
よ
う
期
待

寸

る

。

態

制

で

進

ん

で

蹴

き

た

い
も
の
と
切
に
希
少
年
の
集
レ
の
場
、
中
央
公
民
館
の
早
期

＠
背
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
公
民
館
盟
致
し
ま
す
。

砲
投
を
盟
む
。

八
月
三
臼
よ
り
七
臼
仁μ
宮
土
山

あ
つ
て
つ
か
れ
た
身
を
引
し
め
て

～

一予伶．

ハ一

閉

渇

“

開

腿

て

散
御
隙
場
で
行
れ
た
、
ア
ジ
ア
ジ
参
加
一
人
〈
が
主
も
A

：l
ソ
川

…
A

抑

k

糊
醐
開
剖
紺
晶
闘
圃
E

し

ヤ
γ
ボ
リ
l
に
当
町
よ
り

F
4
川世

析

h

脳
混
闘
鵬
牟J
跡
翻
圃
闘

副

．

日

名
の

ス
カ
ク
ト
、
リ
1
ダ
が
参
加
国
旗
の
降
納
、
ほ
た
る
の
光
の
大
…

員
二
レ

齢
罰
副
闇
臨
V
吋

aJ圃
圃
・
・
・

七
μ

し
て
参
り
ま
し
た
。
日
本
初
の
ア
合
唱
に
こ
の
五
日
間
を
ふ
り
か
え

九

二
ぶ
：
l
J鴻
圃

圃

参

ジ
ア
ジ
ヤ
ン

7
1世
界
十
八
ケ
り
感
獲

量

な
も
の
が
あ
り
参
加

一

ゐ
晴樹

時

晴

樹

誌

園

開

園

こ

国
の
背
少
年
二
万
七
千
余
が
集
い
し
た
青
少
年
全
員
長
じ
た
ろ
う

い

芸

品

盤

開

凶

・

圏

叶

し
た
会
場
は
二
七
O
万
平
方
メ
1

ス
カ
？
に
な
っ
た
喜
び
と
此
の

・…

－
r

臨
臨
咽
聞
風
説
幽
・
・
・
固
闘

・
P

ト
ル
と
言
う
大
広
原
で
約
五
千
張
感
激
は
永
遠
に
忘
れ
る
事
の
出
来

い

っ

ト

薗

圏

内

幽

園

周

リ

色
と
り
ど
り
と
テ
ン
ト
の
花
が
咲
な
い
思
い
出
と
し
て
小
き
い
胸
に
…

p
h脂
幽

岡

山

踊

圃

幽

閉

ボ

き
ま
し
た
、
特
に
開
会
式
に
大
行

刻
ま
れ
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

i
hh
圃

F
幽
圃
’

a・
圃
圃
・
・

ノ一

進
に
は内
地
よ
子
御
夫
書
の
御
臨
町
八
月

一
u出
発
以
来
九
月
帰
町

山

川
十
一
J

畑
雌
圃
’
h
a圃
園

田

ト

り

を
仰
ぎ
強
い
感
銘
と
喜
び
を
味
わ

す
る
ま
で

一
名
の
事
故
も
な
く
姉

…

t
J
眠

嗣

’

拙

匹

園

町

制

ウ

キ

い
ま
し
た
、
又
外
国
ス
カ
ク
ト
及
町
し
得
た
ま
喜
ん
で
居
ま
す
、
一

…

六一
J
3闘
闘
圏

一幽
・
・
冒
働

力

ジ

他
県
ユ
カ
ク
ト
を
訪
門
親
善
交
鉄
尚
意
義
あ
る
本
大
会
参
加
に
つ
い

ん

九一品
園
開
幽
期
以
副
圃
圃
圃
掴
圏
一
い

F
を
行
い
わ
か
ら
ね
言
葉
も
三
指
の
て
ご
支
援
賜
り
ま
し
た
町
当
局
並

ω

ι＼
闘
園
間
輔
副
陶

u・
・
咽
肱
幽

コ
一
人

ナ
イ
ソ
で
泌
じ
る
な
ど
角
界
の
ス
び
に
町
民
各
一
位
の
ど
理
解
あ
る
協

〈

島
園
間
同
盟
国
圃
圃
・
・
F
t・
イ

2
，

カ
ク
ト
は
児
必
だ
と
身
を
以
っ
て
力
に
対
し
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
い

幽
・
圃
・
圃

E
・

・

・

・

一

ア

体
験
し
て
怠
り
ま
し
た
、
辿
日
行
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ア
ク
ア
ジ
ャ
ン
ボ

y
l開
会

式

，

木

本
と
訓
練
に
追
い
ま
わ
さ
れ
た
ユ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
朝
日
第
一
団

カ
ク
ト
述
も
い
よ
／
＼
閉
会
式
と
ジ
ヤ
’γ
ボ
HJ
S加
団
長
村
口
隆
造

山

お

剛

L

一
、
小
・
央
公
民
館
山
位
物
の
設

E

二
、
設
保
育
所
新
設
の
続
行

朝
日
町
連
合

婦
人
会
長

朝
日
町
連
合

青
年
団
長

寺

崎

和

雄

水

野

す

な

協
力
一
致
を
望
む

中
央
公
民
館
早
期
建
設
を

噌
『
・

n『
U
4
E
a



(4) 

一、
産
米
改
良
に
つ
い
て
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月刊（毎月 10日発行）

籾くす賞めのしの又で を よ刈前旬て※液凝液凝※※※※援策※※※※消がら J.願のをいす 劣好
が枯が変るでま色雨すっつ取）が 難 ※多な宿 く光いこ高時。ら 天 今

夏 2霊霊長議-i;~~~u~~器官業 農事教室 警は遅行抗詑E~t'~
し時穂にーし特な統れけ割過lllnlに咋※※※※※※※※※※液凝議巡業※とは＊よは。注互なかう皆七
た期先よ鮫てにくくしれ米度剖高年 で販のう出意のるらな様月
時又のつに下早なとまばがのが誌の早米害て 2.た町品願種米す売特に来 さ京！の刈盛の小
では枝て視さ生り発すな多乾多なよ生のを等 昨 し）｛lj 。で楠 いをはそさにしる れ益で取作努句
あ穂境判ゃいは米~：とらく燥く時うの大受級王手ま 遅 六 のま多出れれ改てだ 産をす調が力以
りのか断穂。刈質米制 ななゃなはに刈きけがはしれ O作すく来でる良くけ 米守が整期に降
ま元らしの刈進がが安1J＼，、り急り立八還な ま悪 胴 よ し %付、する売米しだ 焚 改るな先待ょの
すの%て主取れ非多米こま激ま 毛 月れ原しく苦手lうな に割今るだ渡のなさ MJ 良たお渡さつ稲
が籾位い軸適し常くがとすなす 中末が因た思米 。い な合年よけし品けい品 にめーしれて作
一以がる 枝 期 易にな出はか 乾 、p 九あと、わが よ りはのう奨さ種れ 。禍 どに層とて昨級
事長外黄の肢をす 低 り来当ら煉勿刈月 りし l柄ぬ多 う まiWJ奨協励れのば を 協次品忙 い年半
内の色での 決い下米、然気に論取上まて割損く に し 日励力品る数な 多 力ぎ質しまにの

ひさあ（思~~＝~~＆~号）第85 号

で
も
普
通
秘
が
出
始
め
て
か
ら
終
り
迄
は

四

t
七
日
間
も
か
‘
ふ
り
ま
す
の
で
熟
期
も

相
当
の
聞
き
が
あ
り
ま
す
特
に
粒
渚
の
密

な
淵
盟
引
の
品
種
は
そ
の
期
聞
は
長
い

（
山
稔
、
ト
ワ
グ
、
新
六
号
等
）
そ
れ
で

概
し
て
言
え
る
こ
と
は
品
種
に
よ
っ
て
も

異
な
る
が
穂
の
元
の
方
に
諸
問
味
が
残
っ
て

い
る
程
度
で
刈
取
っ
た
方
が
よ
い
、
こ
れ

を
更
に
理
論
的
に
書
い
て
み
る
と
控
熱
完

了
時
期
戸
刈
取
適
期
は
次
の
よ
う
に
言
え

る。
①
山
川
全
米
粒
数
割
合
が
全
粒
数
の
八
O

%
、
以
上
に
述
す
る
時
期

＠
玄
米
の
千
粒
重
が
最
高
を
な
る
時
期

①
宵
米
の
減
少
が
停
帯
傾
向
と
な
る
時

期
さ
ら
に
胴
割
れ
の
危
険
が
あ
る
と
き
は

胴
割
粒
の
増
加
傾
向
が
著
し
く
な
ら
な
い

時
期
こ
れ
ら
の
諸
要
素
が
同
一

時
期
に
到

来
す
れ
ば
好
都
合
だ
が
実
際
は
く
い
違
い

が
組
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
昨
年
県
農
試

で
制
資
さ
れ
た
成
制
を
傘
考
に
し
て
み
よ

。

炉
内
ノ

（
下
記
表
参
照
）

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
理
論
成
熟
期

と
肉
眼
で
戦
断
し
た
刈
取
期
の
差
で
あ

る
、
即
ち
中
生
、
晩
生
で
は
こ
の
両
者
は

大
差
な
い
が
早
生
で
は
眼
で
み
た
の
が
理

論
成
熟
期
よ
り
一
週
間
も
遅
れ
て
い
る
お

そ
ら
く
早
生
稲
は
登
熟
が
高
温
下
に
経
過

し
た
た
め
稲
の
外
観
が
成
熟
色
に
な
る
前

に
米
粒
の
登
熟
が
進
み
早
め
に
米
粒
の
肥

大
が
終
了
し
た
の
で
あ
ら
う
、
こ
の
よ
う

に
早
生
は
高
温
年
次
に
は
登
熟
完
了
迄
の

回
数
が
短
縮
さ
れ
る
か
ら
刈
遅
れ
に
な
ら

な
い
よ
う
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

a舵
牒
は
適
度
に
し
て
胴
割
米
の
防
止
に

九
州
怠
し
て
下
さ
い
。

生
籾
の
水
分
は
こ
じ
i
ニ
二
%
位
で
す

舵
蹴
不
良
は
変
白
米
の
原
因
に
な
り
過
度

の
乾
織
や
急
激
な
乾
燥
は
胴
割
米
の
発
生

が
多
く
な
り
ま
す
水
分
検
査
器
等
を
活
用

さ
れ
て
一
四
i
一
五
%
位
に
な
る
よ
う
に

し
て
下
き
い
。

一一、
来
年
の
品
種
の
選
定
と

種
籾
の
更
新
を
考
え
て

下
さ
い

来
年
の
光
波
し
米
の
大
部
分
を
奨
励
品

賠
に
し
よ
う
と
言
う
の
が
産
米
改
良
の
目

標
に
な
っ
て
い
ま
す
こ
の
線
に
沿
っ
て
品

穫
の
選
択
を
し
て
い
た
Y

か
ね
ば
な
ら
な

レ
の
で
す
が
そ
の
場
処
の
立
地
条
件
や
作

業
か
ら
み
て
瞥
定
品
積
の
中
か
ら
も
作
付

さ
れ
る
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

が
今
年
の
作
柄
も
参
考
に
さ
れ
て
品
輔
の

選
択
を
行
っ
て
探
秘
し
て
下
さ
い
。

自
家
探
樟
ば
か
り
し
て
い
ま
す
と
異
品

碕
混
入
や
形
質
の
劣
化
も
あ
り
ま
す
の
で

三
年
に
一
度
は
採
桶
闘
の
種
籾
を
購
入
し

て
更
新
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
・

富山政試

A B じ
理論成 同左時 肉眼判別 溜論｛凶

完80，全杉米以が上 千粒重 青米減
A熟－十期B十C

によるメ
最高時 少停滞 期の積

取実脳期
よりの

時に期速する 期 時期 算温度 日 耐ill

早生 35日 38日 35日 36.0 975°C 43日 +7.0 
中生 34～38 35～44 35 36.7 974°C 38日 +1.3 

<36) <39) 
晩生 38～47 38 41 40.7 1009°C 40日 -0.7 

<43) 

昭.36各 熟期品種の 登熟回数

朝
日
町
長
業
改
良
普
及
所
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・nHunJι

朝

日

町

役

場

高

田

印

制

六

円

六

円

町
議
会
議
員

選
挙
を
反
省
し
て

編
集
兼
発
行

印

刷

所

送

料

定

価

去
る
八
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
朝
日
町

町
長
、
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
朝
日
町
公

明
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
二
十
七
日
泊
公

民
館
に
お
い
て
そ
の
反
省
会
を
開
い
た
。

大
久
保
選
管
委
員
長
を
は
じ
め
公
民
館

婦
人
会
、
青
年
団
の
各
代
表
十
五
名
が
参

集
し
た
。

今
回
の
投
梨
率
は
前
回
よ
り
若
干
下
廻

っ
た
。

（
カ
ツ
コ
内
は
前
回
の
投
票
率
）

山
崎
第
1

八
九
、
九
三

（九一一、八
一）

山
崎
第

2

八
六
、
七
一二
（
色
、
六
回
）

山
崎
第
3

八
九
、
五
七
（
九
一、
八八）

大
家
庄
八
五
二
回
（
九
四
、

oe

南
保
第
1

八
五
、
二
ハ

〈＆
一、園田）

南
保
第
2

八
八
、
八
丘
（
九
一、三八）

五

簡

庄

八

五
、一ニ
O
〈八八
、
一回一
）

泊

八

八

、

ニ
O
完一、
八九）

宮
崎
第
1

八
九
、
四
八

（九
一、
一四）

宮
崎
町
第
2

八
四
、
七
五
（
八
八
、
八
九
）

境

第

1

八
一一
、
O
五

〈克
、さ〉

境

第

2

七
五
、四
八

（八
＝、＝＝一）

こ
の
投
票
率
の
降
下
に
つ
い
て
諸
種
の

意
見
が
で
た
が
、
町
長
投
票
が
な
か
っ
た

こ
と
、
以
前
に
と
き
ど
き
み
ら
れ
た
狩
り

だ
し
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

た
、
し
か
し
狩
り
だ
し
が
な
か
っ
た
こ
と

は
公
明
選
挙
と
し
て
は
一
歩
前
進
し
た
こ

と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。
特
に
選
挙
違

反
が
未
だ
出
て
い
な
い
こ
と
は
公
明
選
挙

と
し
て
は
立
を
強
う
す
る
も
の
で
あ
る
。

婦
人
会
、
青
年
団
共
催
の
立
候
補
者
の
演

説
会
は
泊
小
学
校
、
小
川
中
学
校
の
会
場

と
も
多
数
の
聴
衆
が
来
会
さ
れ
熱
心
に
各

候
補
者
の
政
見
に
耳
を
か
た
む
け
ら
れ
た

の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
．
来
る
べ

き
国
会
、
地
方
選
挙
に
は
更
に
公
明
選
挙

の
推
進
を
替
っ
て
散
会
し
た
・


